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理想の インフラって
どんなものだろう？



理想の インフラは十人十色、ですが例えば、、、

操作性の高い

単一

単一監視 と
自律化の実装

全てのアプリケーションを実行可能

下位レイヤーとの完全疎結合の実現

使いたいサービスを

オンデマンドに払い出せる機能

データの機密性・完全性・可用性の保証

無制限の性能

無限大の拡張性と の可用性

地理的に信頼性が確保された遅延無しの分散した設備

利用者 運用者
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結局のところOne Fits Allな
理想のITインフラはまだ存在しない?



現在、社内でお使いのモデルに最も近い選択肢を選んでください
多くのユーザーはハイブリッドな インフラ利用を実施

参考：偶然のハイブリッド環境から計画的なハイブリッド環境へ

のユーザーが
ハイブリッドに
インフラを利用

定量調査 ベースサイズ：全サンプル（ ）

のユーザーが
単一のプラットフォーム種類を利用

https://www.hpe.com/psnow/doc/a50008084jpn.pdf?jumpId=in_psnow_09b01b24-ca5b-4cf8-bf1f-b6279bb99a02_langsel


の システムはハイブリッドクラウドで運用しています
ユーザーとしての の考え方

HPE IT コンピュートモデル比率

2014年 現在

90%

20%

9%

40%

1%

40%

SaaSの積極的な活用
– ビジネスに直接的な影響が小さい/プロセスごと可能なシステム

はSaaSへ移行

一部コアインフラは自社DCに設置
– SAP S/4HANA はクラウド化せず、DBも1インスタンスに統合

–市場競争力を高めるためのデータ分析基盤

ハイブリッドクラウドの推進
– コンプライアンスと性能要件でプライベート / パブリック を判断

– 可能な限り「コンテナ」を技術を活用



顧客のインフラを採用する意思決定基準が変化しつつある

所有資産と人件費の最適化
✓ クラウドファースト戦略

✓ 責任共有モデルの活用

✓ 開発の迅速化

ビジネス成長起点のアプローチ
✓ 差別化されたエクスペリエンスの提供

✓ 意思決定の迅速化

✓ 選択肢や柔軟性の向上
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Data-Firstが進み

インフラが分散化する中、求められる要素とは？



クラウドサービス提供者が検討すべきこと

利用者 運用者

皆様が提供する

クラウドサービス
顧客所有のインフラ パブリッククラウド

利用者が利用しているインフラが分散化している前提で
よりデータ活用を促進できるサービスを配備しながら
自社クラウドサービスへ誘導可能な導線を確保する



クラウドサービス提供者へ提供できる価値

利用者 運用者

皆様が提供する

クラウドサービス
顧客所有のインフラ パブリッククラウド

分散化するプラットフォームを
抽象化・自動化する機能

より競争力のある
サービスとインフラ

プラットフォームの分散化に追従す
るサービス提供体制を実現する機能



に分散するプラットフォームを抽象化・自動化が必至
を高く保つためには？

アカウント管理

サブスクリプショ
ン登録管理

機器
管理

ユーザー認証

利用料確認
機能

セルフプロビ
ジョニング

ロールベースの
アクセス管理

による継
続的プラット
フォーム評価

利用者

及び

提供クラウドサービス



統合的且つ自動化可能な監視・運用プラットフォームが必至
を高く保つには？

運用者
アカウント管理

サブスクリプショ
ン登録管理

機器
管理

ユーザー認証

請求機能

高い
可観測性

ロールベースの
アクセス管理

主導型の
運用管理

維持運用の
自動化・自律化

デプロイメント
の自動化

提供クラウドサービス



高い と高い を から まで実現するのが求められる

提供クラウドサービス

利用者 運用者

ユーザ管理 SSO / MFA連携 サブスクリプ
ション管理

カスタム
ダッシュボード

Event
Management

Discovery
Native

Monitoring
Resolution

ITSM
Integration

AutomationAlert
Correlation

Ingestion
主導型

ソリューション



を支援し、ビジネス成長を実現するために必要な機能
より競争力のあるサービスとインフラ

データの履歴管理を実施し
再現性のある環境の実現

データ分析を効率的に実現
するための自動化フロー

分散環境に散らばるデータ
を透過的に一つに集約

ビッグデータにも対応可能な
スケーラブルなデータ分析



のデータ分析サービスポートフォリオ
より競争力のあるサービスとインフラ

生成系 など複雑な「大規模」な
ユースケース向けに最適化された
エンドツーエンドの ライフサイ
クルソフトウェアプラットフォー
ム

マネージドなデータエンジニアリング
サイエンスプラットフォーム

• インタラクティブな ノート
ブック

• 分散トレーニングとハイパーパラ
メータ最適化

• 実験の追跡とコラボレーション
• 高度な リソース管理と監視

• データ変更の「差分」を処理できる
自動的にトリガーされるデータ処理
パイプライン

• 不変のデータのバージョン管理とエ
ンドツーエンドのデータ系列の追跡

• 非構造化データと構造化データのサ
ポート

から にまたがる や分析に特化したデータファブリック

提供クラウドサービス



アプリケーション処理時の

消費電力を 抑制

表 アプリケーション実行時の消費電力

Ampere ® Altra® とAltra Max ®

プロセッサー搭載サーバー

最大 コアを搭載可能な業界トップレベルの
コア数と高い消費電力対性能を実現

インフラを支えるサーバー選び つとっても市場競争力に直結します
より競争力のあるサービスとインフラ

使いやすさ重視 信頼性を重視

集約度を重視 電力効率を重視

参考：お客様導入事例 株式会社 データグループ様 日本

https://www.hpe.com/jp/ja/customer-case-studies/servers-proliant-nttdata.html


は 時代に
並走可能なソリューション
をそろえております。
是非一緒に未来を語り

ませんか？
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